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3.　実規模における水負荷試験
　前述の縮小模型実験をふまえて，実規模の矩形生物反

応槽に首振り機構付き水中プロペラ式撹拌機を適用した

場合の混合性能および槽内の流動状況を把握するために，

K浄化センターの矩形処理槽第 1槽を借用して実験を実

施した。

　試験に用いた水槽寸法と撹拌機仕様をFig.5およびFig.6
に示す。なお槽容量は約300m3，流入量は 3.0m3/min であ

り滞留時間は約 100分である。

　ここで，撹拌機の動力選定は，対応する従来機種（水中

エアレーター）の選定基準（8～10W/m3）の半分程度を狙

い，1.5KW(約 5W/m3)とした。

　撹拌機の配置は槽の構造上の制約から槽長さ方向の中央

に配置することができなかったため，Fig.5中に示す位置
に配置した。

3.1　撹拌性能試験

　槽内の混合性能を調べるために，塩化リチウム水溶液を

用いてトレーサー試験を実施した。塩化リチウムはリチウ

ム初期濃度が5.0mg/lになる量の水溶液を作り流入管位置

からパルス投入し，滞留時間の3倍の300分間を15分おき

に試料サンプリングを行った。流入水は Fig.5中に示す位
置まで配管し，下向きパイプから水面へ落下させた。ま

た，採水は流入位置と対角の底部位置にある流出口中央部

に配置した試料採取用配管からポンプで行うこととした。

サンプリングした試料は炎光光度計を用いてリチウム濃度

を求めた。分析結果は前述の方法で濃度および時間を無次

元化してトレーサー流出曲線を求めた。実験を行った撹拌

機の作動状態は Table 2に示すとおりである。
　実規模トレーサー試験の結果を，それぞれFig.7に示す。
同図から得られた流出曲線は理論完全混合曲線とほぼ一致

し，良好な撹拌が行われていることが確認できた。

3.2　流速測定

　槽内の流動状況，特に汚泥沈積防止に影響の大きな槽底

部流速分布の平均値および首振り時の時系列データについ

て計測を実施した。流速計測は，三次元の流速分布が同時

計測できる電磁流速計（アレック電子製ACM300）を用い

て計測した。計測点を Fig.8に示す。

Photo 2　Result of wipe out experiments with oscillation

Fig.5　Reaction tank for clean water loading tests
（K–waste water treatment center）

Fig.6　Oscillating mixer for clean water loading tests

Specifications of mixer
Motor output ：　1.5Kw
Blade angle ：　4.0deg.
Number of blades ：　　3　　
Revolution of mixer ：　852rpm
Force ：　340N
Angular velocity of oscillation ：　 3.0deg./s

Table 2　Testing conditions of tracer tests using LiCl2

Position of mixer

350 3200 3400 3200 350

Reaction tank for clean water loading tests（upper part）

Reaction tank for clean water loading tests（lower part）

Inflow rate Range of Angular
Rpm (m3/min) Oscillation oscillation angle oscillation elocity

(deg.) （deg./sec)
Condition-1 0 3.0 No 0 －
Condition-2 852 3.0 No 90 fixed 0
Condition-3 852 3.0 Yes 180 3.0
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4.1　槽底部の流速分布計測

　Fig.12
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　同表より，流入部，中央部，流出部の各部においてりん

酸態りん（PO4–P）の差違はほとんどなかった。また，別

の日に再度採水し計測した結果をTable 6に示した。いず
れもスポットサンプリングデータであるが，両日に渡って

安定したりんの放出が行われている。

構付き水中撹拌機を適用し，実負荷運転中の槽内の水質分

析を行ったところ，同槽内では十分なりんの放出が行われ

ていた。よって，首振り機構付き水中撹拌機は，生物学的

りん除去法の嫌気槽撹拌機として十分適用が可能であるこ


